
           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中合同「緊急時引き渡し訓練」 

１１月１５日（金）に実施した「引き渡し訓

練」では、保護者の皆様には、お迎えのご協力を

いただきありがとうございました。今回は、初め

て玄関前駐車場を利用した訓練ということで、小

中学校職員も何度も協議を重ねていきました。お

迎えでは遠回りになられた方もおられ、大変ご負

担をおかけしましたが、訓練ではほとんど渋滞も

なくスムースな車の流れで、安全に子供たちを引

き渡すことができました。お世話になりました。 

「三加和地区リサイクル活動」 

１１月１７日（日）には、ＰＴＡ事業部を中心

にリサイクル活動を実施しました。保護者・地域

の皆様のご協力に感謝いたします。天候が心配さ

れましたが、雨の降る前に作業を終えることがで

きて良かったです。ありがとうございました。 
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文責：福山 尚美 

６年生『思い出に残る修学旅行』   ～集団行動・平和学習～ 
１１月２１日（木）～２２日（金）に、長崎へ修学旅行に行きました。好天に恵まれ、全員揃っ

て出発することができました。まず、長州港から多比良港へ行くフェリーでのかわいいカモメとの

出会いが子供たちの心を和ませました。長崎市内に着いて原爆資料館を見学しました。原子爆弾の

恐ろしさや悲惨な状況など、７９年前の惨劇を目の当たりにしました。次に、被爆を経験された松

尾さん（語り部）の講話を聞きました。松尾さんは、１１歳の時に被爆され、たくさんのご家族や

ご親戚の方々を亡くされています。９０歳とご高齢ですが、私たち三加和小学校の子供たちのため

に、精一杯お話をしてくださいました。「戦争は二度とするべきではない。核兵器の怖さを知って

一日でも早く核兵器を無くしてほしい。その事を多くの人に伝えたい。」と話されました。子供た

ちは松尾さんのお話に真剣に耳を傾けていました。平和集会では「戦争のない平和な世界を築くこ

と、命の尊さを伝え、大切にしていくこと」を誓いました。その後のフィールドワークで、爆心地

や浦上天主堂、如己堂、山里小学校など、長崎の中心市街地を巡りました。２日目は出島を見学し

た後、佐賀の宇宙科学館に行き、宇宙体験をしまし 

た。班行動で、様々なアトラクションで存分に楽しめたようで 

す。最後は、吉野ヶ里歴史公園にいき、弥生時代の生活に触れ 

ました。子供たちはホテルのお部屋も食事も大満足で、本当に 

楽しい修学旅行になったようです。三加和公民館で待っておら 

れる保護者の方々のお顔を見て、子供たちもほっとした表情で 

下車していました。旅行の準備等、大変お世話になりました。 

4年「国語」研究授業 

４年生では、物語教材『ごんぎつね』を

学習しました。物語の最後の「ぐったりと

目をつぶったままうなずいた。」場面で、

ごんの気持ちは兵十に「伝わったか」「伝

わっていない」か、叙述をもとに自分の考

えを明らかにしていきました。毎時間「ご

ん」の気持ちになって兵十に手紙を書く活

動を繰り返すことで、文章をより深く読み

取っていきました。子供たちは、場面と登

場人物の「変化」に着目して読みました。

当日はとてもテンポの良い授業で、子供た

ちが集中して学 

習に取り組む姿 

があり、４月か 

らの成長を感じ 

ました。 

１２月１５日（日）は、授業参観です。親子参加のＰＴＡ教育講演会も

あります。保護者の皆様のご参加を心からお待ちしています。 

 


